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人類は 自らの進化の過程で存亡に関わる大き

な変極点にある。産業革命後の工業化社会は過去

に比して飛躍的な成果を得たが同時に膨大な人口

増加と人類生存に直接関わる環境破壊を招いた。

今後更にこの傾向は続く。 世紀の工業社会の仕

組みは大量生産 大量物流 大量消費と大量廃棄の

オープン・システムで人類が生息する自然環境は

その復元力と回復力を喪失した。糸川英夫等の学

者･科学者･技術者等は 現状維持では人類滅亡の

危機の警告をしている。今後の世界は環境破壊に

よる人類への悪影響 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費による資源枯渇

と人口増加による食糧難等の資源不足に満ちた世

紀となる。人類存続には自然環境の劣化具合を観

測し その修復と劣化傾向を抑制しうる環境経営

が急務である。

総括すると環境･社会･経済の絶望的なトリレン

マの状態である。それに対応した包括的な解決策

はない。トリレンマの緩解の方略として人口増加

率と工業化率の低減を提唱してきた。 沢恒雄

～ 。具体的には 生物･人類と言語･文

化の存続モデルである。知識社会でこの資産･資源

を利活用して新たな価値観を導出し 富の配分を

行い政治的経済的な安定性を実現することだ。

日本は 本質的にそれらの実現に近い伝統と文

化を有する文化力と経済力 即ち最強で唯一の文

化経済国といえる。日本の義務と役割は文化経済

構想による情報バンクを構築し

として人類存続の為の情報発信によ

り 地球経営のあり方を世界に示し トリレンマ緩

解の重要性を諸国に啓蒙し 認識させるために先

導的な役割を担うべきだ。         

文化と言語を温存し 廉価で情報発信をすれば

識字率の向上につながる。結果として異文化の相

互理解と人口抑制と 工業化進度の制御の必要性

さらに富の配分の重要さが理解できるようになる。

環境問題を意識した日常の生活が環境問題解決

へむけて変化する。敗戦後 年間のアメリカ研究

から脱してこの間に忘れてしまった日本研究をし

て連帯を地球の全地域にもとめ人類が｢身の丈の

成長と限界｣に気づき 異なる文化を温存 理解 統

合化を指向する。そのために日本は２大モデルを

世界に として情報発信をする。その結果と

して異文化の相互理解と人口抑制 工業化進度の

制御の必要性を認識して 個と集が生きる上での

底なしの沼のような欲望の抑制で行動する意識改

革を最終目標とした２つのモデルが実現して初め

て可能となる。

その具体的な方法論も「日本の知財」を 化

した として提唱した。諸外国に伝えるべ

きは 匠の精神 もの創り 人を育てる歴史と現実

人創り 武士道の精神 心創り 集団の窮乏した環

境での互助の社会倫理観 思想創り 自然に対する

恐れ･崇拝と共存 生きる髄創り 万世一系の伝統

と日本精神 心柱創り などである。

広大な課題研究に際して 研究対象の絞り込み

が重要な前提となる。すなわち

① 研究範囲の広大性を考慮し対応を顧慮する。

②複雑性と多様･多重性への対応を熟慮する。

③「個と集」存続の原理･原則 国･組織･個人と文

化･文明の共有概念 を再認識する方略を策定する。

詳細は、発表時に行う。

第 図表に目的･研究方法等を総括した。
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第１図表 研究構想と概念 日本･日本文化･日本語教育による知財戦略の研究

国際日本モデルによるトリﾚンマ緩解方略
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沢恒雄 におけるモデル・シナリオ

ベースの研究愛知学泉大学紀要第９号 －

沢恒雄 による環境･社会･経済ト

リレンマ緩解論情報知識学会

人 類

の 永 遠

的課題

課 題 を

緩 解 す

る 必 須

の ２ 大

モデル

環境･社会･経済のトリレンマ緩解戦略⇒博徒経済と環境･経済の物々交換 トリレン

マの要素の相互置き換論は解決無視 グローバリズムとナショナリズムの相克 資源

覇権国家や言語帝国主義で中世に逆戻りの現実を是正する政策･施策

良質な日本文化と日本語･日本文化 足

るを知る･温和な共存協働社会 啓蒙･定着を目論みＣＯＥとして情報発信する。

大モデ

ル の 理

論 的 背

景

①グローバリゼーション 非線形化 対応の政策･外交 戦争と経済の形態が変容して

民主主義と自由主義経済が爛熟した混沌期

②世界的なＣＯＥの実現と２大モデル実現･発信による課題の低減化

③ 連動の で日本の先人の良質な遺産の知財発信

④国際日本･国際開発･開発経済･経営日本語教育システム の知的資源資材

管理法

【 領域の基本概念をモデル化＋政策化＋ 化】

緩 解 策

の 方 法

論

② 日本・日本語による知財戦略構想を纏めて世界へ発信

② ＋ の統合化システム：集団意思決定・合意形成・知識獲得支援

③統合化辞書体系：知財戦略の基盤⇔シナリオモデルケースナリッジデータ等の

情報バンクが知財戦略の基盤

④実践知獲得＆知財管理ｼｽﾃﾑ＝ 経営日本語教育ｼｽﾃﾑ 提唱済

具 体 的

な

実 践 法

と 概 念

を総括

①熟化した社会･経済･文化の先進大国の責務

②日本の情報発信【日本･日本文化･日本語】で異文化理解と容認から安寧空間

③先人と現在の日本の知的資源･資産の知財化･政策化⇒ による 機能で啓

蒙；身の丈：匠 もの創り ＋武士道＋穏健な欲望･価値観･民意＋「足るを知る」定着

させうる適正な義務教育等である。研究成果を踏まえ東南ｱｼﾞｱ地区で経営日本語教

育･ﾋﾞｼﾞﾈス日本語教育の教育実践を通じて啓蒙活動を実践する。
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